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1.  長寿命化計画の背景と目的

(1) 背景

浜松市では市民に安全で安心な道路を提供するために、定期点検等により道路施設の状態を把握

し、計画的に修繕を実施してきました。

浜松市が管理する道路延長は、2023年（令和 5年）3月現在で約 8,500kmであり、令和元年度から
令和 3年度に 1巡目点検として約 2,150kmを実施した結果、約 10％の区間で修繕段階と診断されたこ
とから順次修繕を実施しています。

定期点検により損傷状態や特性などのデータが蓄積されてきたことや各種新技術の進展など、道路

施設の維持管理を取り巻く環境は変化しております。

一方、舗装の設計寿命を踏まえると舗装の老朽化は今後さらに加速度的な増加が予想されます。

また、2023 年度（令和５年度）に策定した浜松市道路施設管理基本方針において、道路施設毎の優
先度の見直しや事業間優先度を設定し、中長期的維持管理シナリオを策定することで、本市が維持管

理する道路施設全体の目指すべき方向性を整理しました。

こうした状況から、中長期的な維持管理に係るトータルコストの縮減や予算・事業の平準化を図

り、インフラが持つ機能が将来にわたって適切に発揮できる、持続可能なインフラメンテナンスの実

現を目指します。

(2) 目的

舗装の維持管理を取り巻く環境の変化や舗装の老朽化が加速していくことを踏まえ、表層の適時修

繕による路盤損傷の防止により路盤打換え等の大規模修繕の頻度を低減させる予防保全型維持管理の

本格導入を目的とし、浜松市舗装長寿命化計画を改定します。

将来にわたって市民に安全・安心で快適性の高い道路を提供するために、予防保全型維持管理によ

り舗装の長寿命化、トータルコストの縮減および予算・事業の平準化を更に推進していきます。

(3) 計画の位置付け

2013年（平成 25年）11月に国が策定した「インフ
ラ長寿命化基本計画」の中で、各インフラ管理者は、

基本計画に基づき、「インフラ長寿命化計画（行動計画）」

及び「個別施設毎の長寿命化計画（個別施設計画）」を

策定することとされました。

本計画は、上記の個別施設計画として策定し、行動計画

として策定された浜松市公共施設等総合管理計画を上位

計画に位置付けるとともに、本市が維持管理する道路施設

全体の目指すべき方向性を整理した浜松市道路施設管理

基本方針に基づく施設ごとの個別施設計画としても位置

付けられています。

インフラ長寿命化基本計画

【国（基本計画）】 

浜松市公共施設等総合管理計画 

浜松市道路施設管理基本方針 

浜松市

図 1-1 本計画の位置付け

浜松市舗装長寿命化計画
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2.  管理道路（舗装）の現況

(1) 管理道路について

浜松市では、8,506km の道路を管理しています。なお、自歩道を除く道路の舗装率は 87％
（7,306km）となっています。（2023年 4月現在）

① 管理延長と舗装延長 

表 2-1 浜松市管理の道路延長と舗装延長 

道路種別 管理延長
舗装延長

As舗装 Co舗装 小計 舗装率

補助国道 248km 243km 5km 248km 100%

主要地方道 207km 206km 1km 207km 100%

一般県道 445km 425km 10km 436km 98%

一般県道（自歩道） 31km 28km 3km 31km 100%

市道 1級 511km 500km 4km 504km 98%

市道 2級 589km 555km 18km 573km 97%

市道その他 6,434km 4,901km 437km 5,338km 83%

市道その他（自歩道） 41km 28km 13km 41km 100%

小計（自歩道を除く） 8,433km 6,830km 476km 7,306km 87%

小計（自歩道） 72km 56km 16km 72km 100%

合計 8,506km 6,886km 491km 7377km 87%
延長表記については、小数点以下を四捨五入しています。

② 平均交通量 

表 2-2 浜松市の管理道路における平均交通量 

平均交通量 混入率

補助国道 13,328台/日 1,491台/日 11.2%

主要地方道 11,618台/日 1,429台/日 12.3%

一般県道 6,273台/日 748台/日 11.9%

計 9,830台/日 1,154台/日 11.7%

道路種別 平均交通量
うち大型車

［データ出典：2021年度（令和3年度）全国道路・街路交通情勢調査］
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(2) 舗装点検の実施状況

浜松市では、道路の役割や性格等に応じて市内の道路を分類B～Dに区分しております。このうち、
分類 B、分類 Cについて舗装の定期点検を実施し、舗装の健全性を確認しています。

2021年度（令和 3年度）までに 1巡目までの点検が完了しています。
※道路の分類については 3.（2）道路の分類を参照

図 2-1 舗装定期点検の実施状況と今後の計画 

(3) 舗装の健全性の分布状況

2019 年度（令和元年度）から 2021年度（令和 3年度）にかけて約 2,150㎞の 1巡目定期点検を実
施した結果、約 10％にあたる 207㎞区間において修繕段階に当たる健全性Ⅲが確認されています

※健全性区分の状態については 5.管理基準を参照

表 2-3 舗装健全性の分布（分類 B、分類 C）

1 巡目点検 2巡目点検

分類B 分類C 合計

健全  97 km  1,186 km  1,283 km

（損傷レベル小） 22% 69% 60%

表層機能保持段階  270 km  386 km  656 km

（損傷レベル中） 62% 23% 30%

修繕段階  66 km  142 km  207 km

（損傷レベル大） 15% 8% 10%

 432 km  1,714 km  2,146 km

100% 100% 100%

健全性区分

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

合計
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(4) 舗装の現状と課題（まとめ）

① 舗装の現状 

・ 本市の道路延長は約 8,500㎞と膨大であります。（全国第 1位の管理延長）
・ 「舗装点検要領（国土交通省 道路局 平成 28年 10月）」に基づき、市内の道路を分類 B～Dに区
分しております。

・ 2019年度（令和元年度）から 2021年度（令和 3年度）にかけて約 2,150㎞の 1巡目定期点検を実
施した結果、約 10％にあたる 207㎞区間において修繕段階に当たる健全性Ⅲを確認しています。

・ 2020年度（令和 2年度）から点検結果に基づく舗装修繕工事を実施しています。

② 舗装の課題 

・舗装の健全性は、道路特性に応じた走行性、快適性の向上に資することを目的とされ、令和 5年度末
の修繕進捗率は 34％に留まっています。
・1 巡目点検完了時点での健全性Ⅲの割合は約 10％ですが、計画的な修繕を実施しない場合、20 年後
には約 80％まで増加することが予測されます。（静岡県劣化予測式により試算）(図 2-2参照) 

・ 分類 Bが約 450km、分類 Cが約 1,700kmといずれも膨大であることから、管理基準や管理方法の
見直しが必要となります。

・ 多額の修繕費を投資しなければ、道路利用者の安全・安心・快適性を維持し続けることが困難た

め、効率的、効果的な舗装の維持管理を適時適切に行うことが重要となります。

図 2-2 劣化予測による健全性の推移 

2021年度
（1巡目点検完了時点）

2032年度
（10年後）

2042年度
（20年後）
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3.  舗装維持管理の基本的な考え方

(1) 舗装維持管理の方針 

浜松市は、膨大な延長の道路を管理しているため、全ての舗装を同じ水準で維持管理していくこと

は困難な状況です。

このことから、適切な舗装の維持管理を実施するために、道路の重要性等を考慮して道路を分類

し、分類ごとに管理基準や管理方法を設けて、優先順位を明確にした維持管理を行います。

(2) 道路の分類

浜松市における道路では、道路の役割や性格、修繕実施の効率性、ストック量及び、管理体制等の

観点から、「舗装点検要領（国土交通省 道路局 平成 28年 10月）」に基づき、「大型車交通量区分に
よる区分」、「道路種別による区分」の組合せにより、市内の道路を分類B～Dに区分しております。
（※分類 Aは高速道路などの高規格幹線道路であり、浜松市が管理する道路では該当ありません）
さらに、維持管理方針や優先順位を明確にするため、上記に加えて「浜松市重点管理路線による区

分」の組合せにより、道路の分類の細分化を行います。

・ 大型車交通量区分による区分

舗装の損傷は、大型車交通量に起因する傾向が顕著であり、アスファルト舗装では、大型車交通量

が多いほど舗装の劣化の進行速度が速いと考えられるため、重点的に点検・措置を行うことにより、

損傷の早期発見・早期措置が実現できるよう、大型車交通量区分を設定

・ 道路種別による区分

道路の重要性に応じた維持管理を行うため、幹線道路とされる国道や県道と、基幹的道路網の形成

や補完を担う市道を種別し、道路の種別による区分を設定

・ 重点管理路線による細分化

浜松市が管理する道路に対し、防災・減災・老朽化対策の優先度の指標として設定された浜松市重

点管理路線の考え方に基づき、区分の細分化を設定

■大型車交通量区分とひび割れ率の相関関係

図 3-1 ひび割れ率に関する標準的な劣化曲線（大型車交通量別）
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■浜松市重点管理路線

浜松市が管理する道路に対して、防災・減災、老朽化対策の優先度の指標として、路線の区分・

区間を設定したもの。

・A－1ランク
   第一次緊急輸送道路、重要物流道路、災害対応拠点から第一次緊急輸送道路と重要物流道路に

連絡するアクセス路

・A－2ランク
 第二次緊急輸送道路、第三次緊急輸送道路、緊急輸送路から隣接市に接続する連絡路

・B－1ランク
 重点管理路線のＡランク路線から、県や市が指定する災害対応拠点までのアクセス路

・B－2ランク
 市内の主要な移動を確保するため、交通量 5,000台／日以上の路線
・Cランク
 重点管理路線の A・Bに含まれない全ての国道・県道

表 3-1 道路の分類 

表 3-2 道路の分類の細分化 

1級 2級
その他
（足もと）

その他
（一般市道）

N5以上
（250台以上/日・方向）

N5未満

（250台未満/日・方向）

D
(6,243km)

※令和5年4月現在

                        道路種別

 大型車交通量区分

国道 県道

市道

B
（567km）

C
(1,623km)

A-1 A-2 B-1 B-2

N5以上 110 118 19 312 9 0 0

分類C-1 N4 6 32 7 58 40 15 - 158

分類C-2 10 94 44 13 0 0 - 161

分類C-3 0 0 0 0 310 0 - 310

分類C-4 0 0 0 0 0 995 - 995

0 0 0 0 0 0 6,243

125 243 69 383 359 1,010 6,243

その他路線

1級、2級
足もと

一般市道

分類D

道路の分類

分類B

8,433合計

合計

567

1,623分類C

N3以下

大型車
交通量区分 Cランク

Aランク Bランク

6,243

重点管理路線
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図 3-2 路線図（分類B、分類 C、分類 D）
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日常点検・臨時点検の取り扱い

　日常点検・臨時点検は、全て

の分類のうち、通常又は異常気
象時等の道路パトロールの対象

路線に対して不定期に実施す

る。
　重要度の高い分類B及び分類C

は、メンテナンスサイクルの確
立に向けた計画的な維持管理を
行っていくため、不定期に実施

される日常点検・臨時点検を軸
としたメンテナンスサイクルは
設定せず、計画的に行われる定

期点検の結果をもとにマネジメ
ントを実施する。

　一方、分類Dは、日常点検や

住民通報等により発見・確認さ
れた損傷に対して特定点検を行
う。この特定点検の結果をもと

にマネジメントを実施する。

措置

措置

点検

フォローアップ

分類B・分類C

要

定期点検

現場状況

健全性の診断

修繕計画策定

補修・修繕

記録

措置履歴諸元

事業評価

点検計画策定

詳細調査

記録

点検結果

方針・計画見直し

不要

詳細調査の要否

経過観察

分類D

特定点検 住民通報等

全ての分類に共通

日常点検
（通常の道路パトロール）

臨時点検
（異常気象時等の道路パトロール）

分類B・分類C

分類D

4.  舗装マネジメントの取り組み

(1) 舗装マネジメントの方針

メンテンナンスサイクルの構築により、定期的に状態を把握し、適切なタイミングで修繕等の措置

を講じる舗装マネジメントを実施し、舗装の長寿命化を図ります。

(2) メンテナンスサイクルの構築

点検⇒診断⇒措置⇒記録⇒（次の点検）から成るメンテナンスサイクルを構築し、舗装マネジメン

トを体系化することで、長寿命化計画に基づく維持管理業務を効率的・効果的に実施します。

図 4-1 舗装マネジメントの体系
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① 損傷の早期発見に向けた取り組み 

定期点検を中心に各種の点検を組み合わせて実施し、損傷の早期発見に努めます。また、損傷の見

落としがないように、点検・診断に関する技術力の向上に取り組みます。

表 4-1 点検の種類・内容 

点検の種類 点検の内容 

日常点検 

日常点検は、舗装の異常の有無を確認し、損傷の早期発見を目的に行うものであり、

「浜松市道路パトロール実施要領」に基づく「通常パトロール」により実施する。な

お、通常パトロールは、国道及び県道を対象に原則月 3回以上、その他の道路について
は必要に応じて実施する。

定期点検 
舗装の補修・修繕の効率的な実施に向け、舗装の現状について必要な情報を得ること

を目的に定期的に行うものであり、5年に 1回を基本に路面性状測定車等により路面の
状態を調査する。

特定点検 

定期点検を実施していない路線に対し、路面の損傷の有無及び状況を確認し、損傷の

発生原因を推定し、詳細調査・措置の必要性を判断することを目的に必要に応じて行

うものであり、徒歩による視認（目視で観察すること）を実施する。

なお、特定点検を適用する道路は、定期点検を実施しない分類 D を基本とする。ただ
し、分類 B 及び分類 C において日常点検や住民通報等により発見・確認された損傷に
対して、その状況を確認することを目的に必要に応じて特定点検を行う場合は、その

適用を妨げない。

臨時点検 

異常気象や地震等の発生により舗装の被害状況を緊急的に確認する必要が生じた場合

に実施する点検のことであり、「浜松市道路パトロール実施要領」に基づく「異常気象

時等パトロール」により実施する。

② 損傷の早期補修・修繕に向けた取り組み 

点検結果に基づき、健全性や損傷に応じて早期の補修・修繕を実施します。

表 4-2 措置等の種類・内容 

措置等の種類 措置等の内容 

応急措置 
日常点検や特定点検等において、ポットホール等が発見された場合に、道路利用者へ

の被害を未然に防ぐため、点検作業の範囲内で行うことができる程度の応急的に講じ

られる措置をいう。ポットホールの穴埋めや段差のすりつけなどが該当する。

経過観察 
健全性の診断及び現場状況の確認の結果、当面は修繕の適用を見送ると判断した箇所

に対し、損傷の挙動を追跡的に把握するため観察することをいう。なお、経過観察を

適用する道路は分類 C及び分類 Dを基本とする。

補 修 

現状の舗装の機能を維持するため（構造的な強度低下を遅延させるため）に反復して

行う措置のことをいう。補修工法には、パッチング工法、シール材注入工法などがあ

る。これらの措置については表層が更新されないため、表層の供用年数は継続して累

積させていくものとして取り扱う。

修 繕 

舗装を当初の機能まで回復させるために行う措置のことをいう。修繕工法には、打換

え工法、オーバーレイ工法、切削オーバーレイ工法などがある。これらの措置につい

ては表層が更新されるため、表層の供用年数は新たに累積させていくものとして取り

扱う。

③ 記録の管理と活用 

舗装に関する各種情報は、維持管理などを適切に実施する上で必要不可欠な資料となることから、

確実に記録し、保存します。
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ひび割れ率

C[%]

わだち掘れ量

D[mm]

IRI

[mm/m]

Ⅰ
≪損傷レベル小≫
管理目標に照らし、劣化の程度が小さく、舗装表面が健

全な状態である。

0 ≦ C ＜ 20 0 ≦ D ＜ 20 0 ≦ IRI ＜ 3

Ⅱ
≪損傷レベル中≫

管理目標に照らし、劣化の程度が中程度である。
20 ≦ C ＜ 40 20 ≦ D ＜ 40 3 ≦ IRI ＜ 8

Ⅲ
≪損傷レベル大≫
管理目標に照らし、それを超過している又は早期の超過

が予見される状態である。

Ⅲ-1
表層等修繕

表層の供用年数が使用目標年数を超える場合

（路盤以下の層が健全であると想定される場合）

Ⅲ-2
路盤打換え等

表層の供用年数が使用目標年数未満である場合

（路盤以下の層が損傷していると想定される場合）

※Ⅲ修繕段階における使用目標年数とは、表層を修繕することなく供用し続ける使用目標年数のことであり、当面の間20年間としています。

区分 状態

管理基準

健全

表層機能保持段階

修繕段階

40 ≦ C 40 ≦ D 8 ≦ IRI

管理目標

5.  管理基準・管理目標

(1) 分類Ｂ

分類 B は、国道等の幹線道路であり重要度も高く交通量が多いことから高い走行性が求められると
共に、大型車交通量が多い道路であることから舗装が早期に劣化する傾向にあります。このため、ひ

び割れ率、わだち掘れ量、IRIの管理基準を設定し、定期点検を実施します。
また、分類 B では、常時良好な状態を保つよう、舗装の維持すべき状態として管理目標を設定（Ⅱ
表層機能保持段階）しています。

表 5-1 分類 Bの健全性の診断区分 

(2) 分類Ｃ

分類 C は、大型車交通量が比較的少ないことから、舗装の劣化の進行は分類 B と比較して緩やかで
すが、国道、県道、1 級市道等の比較的重要な道路であるため、ひび割れ率の管理基準を設定し、定期
点検を実施していきます。

分類 C の中でも比較的に劣化進行が早い分類 C-1、路線の重要度の高い分類 C-2 については常時良
好な状態を保つように管理をします。

また、大型車交通量が少なく劣化進行が遅い分類 C-3、C-4 については損傷の状態により必要に応じ
て修繕を実施します。

表 5-2 分類 Cの健全性の診断区分 

管理基準

ひび割れ率
C[%]

Ⅰ
管理基準に照らし、劣化の程度が小さく、舗装表面
が健全な状態である。

0 ≦ C ＜ 20

Ⅱ 管理基準に照らし、劣化の程度が中程度である。 20 ≦ C ＜ 40

Ⅲ
管理基準に照らし、それを超過している又は早期の
超過が予見される状態である。

40 ≦ C

区分 状態

損傷レベル小

損傷レベル中

損傷レベル大 C-1,C-2
管理目標
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管理基準に照らし、劣化の程度が小さく、舗装表面

が健全な状態である。

管理基準に照らし、劣化の程度が中程度である。

管理基準に照らし、それを超過している又は早期の

超過が予見される状態である。

区分 状態

管理基準

ひび割れ率
C[%]

わだち掘れ量
D[mm]

IRI
[mm/m]

Ⅲ 損傷レベル大
重度

（左右両輪の通過部や車線内全面に渡る亀甲状のひび

割れや、走行時に強いうねりや揺れが認識される状態）

Ⅰ 損傷レベル小 軽度

Ⅱ 損傷レベル中 中程度

(3) 分類Ｄ

分類 D は、一般的な生活道路であることから損傷による影響度が分類 B、C と比較して低いため、
数値的な管理基準は設定せず、損傷の状態により必要に応じて修繕を実施します。

表 5-3 分類 Dの健全性の診断区分 

＜損傷の事例＞

写真 5-1 ひび割れの損傷事例 

（ひび割れ率 60％程度） 

写真 5-2 わだち掘れ損傷事例 

（わだち掘れ量 30 ㎜程度） 
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優先度

5

4

3

2

1

高

低

(4) 管理の優先度と管理方法

分類 B、分類 C-1、C-2 は大型車交通量が多く早期に劣化する傾向があることや、路線重要度が高
いことから、常時良好な状態を保つために、予防保全型維持管理を行い、舗装の長寿命化、トータル

コストの縮減および予算・事業の平準化を図ります。管理は、リスクベースメンテナンスの考え方に

基づき維持管理の優先度を決定して実施します。

分類 C-3、C-4、分類 D については定期点検結果や道路パトロール等の日常点検結果より、損傷の
状態により必要に応じて修繕を実施する事後保全型維持管理を行います。

表 5-4 維持管理における優先度と管理方法 

① 予防保全型維持管理 

  定期点検結果に基づく表層の適時修繕（シール材補修、切削オーバーレイ等）による路盤損傷

の防止により大規模な修繕（路盤打換え等）の頻度を低減させることで、ライフサイクルコスト

を縮減して長寿命化を図る

図 5-1 標準的な修繕サイクル 

② 事後保全型維持管理 

  道路利用者の安全性を踏まえつつ、損傷に状態により必要に応じて修繕を実施する

 健全性の診断区分

分類Bの場合の
健全性の診断区分

補修
（延命化）

補修
（延命化）

修繕

すみやかに修繕

※損傷状況や安全性の観点から、速やかな措置が必要な箇所においては、上表にとらわれず、速やかに適正な措
置を行うものとする。
※診断区分Ⅱについては現地状況に応じて長寿命化のための措置を講ずることを妨げない。
※路盤以下の層の損傷が疑われる場合は、修繕の前に詳細調査を行う必要がある。

Ⅱ
Ⅱ

表層等補修
措置不要※

Ⅲ

Ⅲ-1
表層等修繕

修繕

経過観察

または

必要に応じて
補修・修繕

経過観察

または

必要に応じて
補修・修繕

Ⅲ-2
路盤打換え等

道路の分類

分類B
（567km）

分類C-1、C-2
（319km）

分類C-3、分類C-4
（1,305kmm）

分類D
（6,243km）

Ⅰ
Ⅰ
健全

措置不要 措置不要

　予防保全型維持管理

　事後保全型維持管理

道路分類 修繕サイクル

分類B

分類C-1

分類C-2

路盤打換え 表層等修繕
（切削ORまたは薄層OR）

繰返し
25年0年

シール材
11年 44年16年 35年 40年

シール材

路盤打換え 表層等修繕 繰返し
30年0年

シール材
14年 49年19年 40年 45年

シール材

表層等修繕
（切削OR）

0年 19年10年 15年
シール材 表層等修繕 繰返し

38年29年 34年
シール材

（20年＋5年） （14年＋5年）

（25年＋5年） （14年＋5年）

（14年＋5年） （14年＋5年）

（切削ORまたは薄層OR）

（切削ORまたは薄層OR）
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＜参考資料＞ 

（国土交通省「舗装点検要領について」より引用）
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6.  補修・修繕の優先順位

(1) リスク区分

予防保全型維持管理をおこなう分類 B、分類 C-1、C-2については、計画的に補修・修繕を実施する
ように優先度（リスク区分）を設定します。

優先度の指標としては、影響度となる路線の重要度（重点管理路線）と、発生確率となる大型車交

通量区分を設定します。

事後保全型維持管理をおこなう分類 C-3、C-4、分類 Dについては、損傷の状態により必要に応じて
修繕を実施します。

表 6-1 リスク区分 

① レベルA 

・重点管理路線 Aランクかつ、道路の分類が分類 B（大型車交通量区分：N5以上）

② レベル B 

 ・重点管理路線 Aランクかつ、道路の分類が分類 C-1（大型車交通量区分：N4）
 ・重点管理路線 Bランクかつ、道路の分類が分類 B（大型車交通量区分：N5以上）

③ レベル C 

 ・重点管理路線 Aランクかつ、道路の分類が分類 C-2（大型車交通量区分：N3以下）
 ・重点管理路線 Bランクかつ、道路の分類が分類 C-1・C-2（大型車交通量区分：N4以下）
 ・重点管理路線 Cランク以下かつ、道路の分類が分類 B・C-1（大型車交通量区分：N4以上）

(2) 優先順位

リスク区分内での、条件が同一となった場合においては、重点管理路路線のランク、大型車交通量

区分、損傷程度（ひび割れ率）の順に判断して、優先順位を決定します。

表 6-2 補修・修繕を実施する優先順位 

優先順位高

優先順位低

その他路線

A-1 A-2 B-1 B-2
1級、2級
足もと

N5以上 110 118 19 312 9 0

分類C-1 N4 6 32 7 58 40 15

分類C-2 N3以下 10 94 44 13 0 0

分類B

分類C

大型車
交通量区分

道路の分類

重点管理路線

Aランク Bランク

Cランク リスク区分 延長

レベルA 227

レベルB 368

レベルC 290

計 886

健全性 リスク区分 路線の重要度 大型車交通量区分 損傷程度

健全性Ⅲ-2 すみやかに修繕

健全性Ⅲ-1、Ⅲ ひび割れ率

健全性Ⅱ

レベルＡ Ａ-1ランク

N6交通

N7交通

Ａ-2ランク

レベルC
N4交通B-2ランク

健全性Ⅰ

レベルＢ

N5交通

N1交通

大

小

Cランク

その他の路線

N3交通

N2交通

B-1ランク
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7.  管理道路（舗装）の健全性

(1) 舗装の健全性の分布状況

① 分類ごとの健全性分布 

2019年度（令和元年度）から 2021年度（令和 3年度）にかけて約 2,150kmの 1巡目定期点検を実
施した結果、約 10％にあたる 207km区間において修繕段階にあたる健全性Ⅲが確認されています。
大型車交通量の多い分類 Bは、分類 Cに比べて健全性が低い状況となっています。

表 7-1 分類 Bの健全性の分布 

図 7-2 分類 Bの診断結果 

表 7-2 分類 Cの健全性の分布 

図 7-3 分類 Cの診断結果 

※上表、上図は 2019 年度から 2021 年度にかけて実施した 1 巡目点検結

果について本計画で見直しを行った分類にあわせて集計したものです。

※点検未実施の区間については、本計画での見直しにより新たに追加した

区間となります。（2巡目点検より点検実施）

道路延長 比率

Ⅰ 健　　全 210 km 38%

Ⅱ 表層機能保持段階 269 km 49%

Ⅲ-1 表層等修繕段階 51 km 10%

Ⅲ-2 路盤打換え等修繕段階 18 km 3%

548 km 100%

20 km

567 km

点検未実施

点検結果計

区分

合　　計

道路延長 比率

Ⅰ 損傷レベル小 1,073 km 67%

Ⅱ 損傷レベル中 387 km 24%

Ⅲ 損傷レベル大 138 km 9%

1,598 km 100%

25 km

1,623 km

点検結果計

点検未実施

区分

合　　計
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② 分類B管理基準ごとの健全性分布 

分類 Bにおける健全性の低下（健全性Ⅲ）要因は大半がひび割れに起因しています。

図 7-4 分類 B管理基準ごとの健全性分布 

③ 分類 C細分化ごとの健全性分布 

交通量の多い分類 C-1、C-2は分類 C-3、C-4にくらべて健全性が低い状況です。

図 7-5 分類 C細分化ごとの健全性分布 

※上図は 2019年度から 2021年度にかけて実施した点検結果を、 

本計画で見直しを行った分類にあわせて集計したもので表します。

※上図は 2019年度から 2021年度にかけて実施した点検結果を、

本計画での見直し前の分類にあわせて集計したもので表します。
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8.  新技術等の活用

(1) 新技術等の活用方針

予防保全型維持管理への移行により、トータルコストの縮減と共に予算の平準化を図っていくもの

の、今後も道路施設の維持管理に係る予算は大きなものとなっております。また、将来の担い手不足

についても建設業界の課題となっております。

これらの状況から、本市では新技術を活用することにより、生産性や安全性の向上を図り、費用の

縮減及び実務の効率化を促進していきます。

① 点検業務 

点検業務にあたっては「点検支援技術 カタログ（国土交通省）」等を参考に、舗装点検の効

率化および高度化に資することを目的とし、従前点検手法と同等以上の性能が確保され、省人力

化・費用の縮減等について総合的に新技術が優位であると判断できる技術については導入を促進

していきます。

② 修繕工事 

修繕工事にあたっては、「NETIS」や「静岡県新技術・新工法」等に掲載されている工法を
参考に、主に「トータルコストの縮減効果を期待する技術」、「品質の向上による長寿命化を期

待する技術」に着目して新技術等の導入を検討していきます
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9.  長寿命化計画のまとめ

(1) 計画対象とする道路と計画期間

浜松市舗装長寿命化計画は、点検計画と修繕計画で構成し、点検計画は分類 B 及び分類 C を対象に
し、修繕計画については計画的に補修・修繕を実施する分類 B及び分類 C-1、C-2を対象とします。
計画は 2023年度（令和 5年度）から 2032年度（令和 14年度）までの 10年間です。
なお、定期点検により、新たに措置が必要な区間が見つかる可能性があることを考慮し、最新の点

検結果に基づく計画の見直し（フォローアップ）を毎年度実施します。

(2) 計画の方針

・ 5年に 1回を基本に定期点検を実施します。
・ 定期点検による健全性の診断結果及び、優先度に基づき着実に補修・修繕を実施します。

・ 分類 B、分類 C-1、C-2を常時良好な状態を保つために、予防保全型維持管理を行い、舗装の長寿
命化、トータルコストの縮減および予算・事業の平準化を図ります。

・ 分類 C-3、C-4、分類 Dについては定期点検結果や道路パトロール等の日常点検結果より、損傷の
状態により必要に応じて修繕を実施する事後保全型維持管理を行います。

表 9-1 計画内容（令和 5年度～令和 14年度） 

定期点検
（2巡目）

定期点検
（3巡目）

定期点検
（2巡目）

定期点検
（3巡目）

※1 点検計画及び修繕計画の延長は道路延長を示します。

※2 修繕計画の「路盤以下修繕」とは、路上再生路盤工法や上層路盤打換え工法等の措置を示します。

※3 修繕計画の分類B、C-1の「表層等修繕」とは、切削オーバーレイまたは薄層オーバーレイの措置を示します。

分類C-2

Ⅲ
表層等修繕　※3

 （ 64 km）

Ⅱ
シール材注入工

 （ 64 km）

（R9年度）

 （ 567 km）

 （ 1,623 km）

修繕計画

 （ 241 km）

路盤以下修繕 ※2+表層等修繕 ※3

 （ 51 km）

Ⅱ
シール材注入工

 （ 51 km）

分類C-1

路盤以下修繕　※2

 （ 63 km）

表層等修繕　※3

 （ 179 km）

シール材注入工

2032

健全性 （R5年度） （R6年度） （R7年度） （R10年度） （R11年度） （R12年度）

2023 2024 2025 2028 20292026 2027

（R8年度） （R13年度） （R14年度）

長
寿
命
化
計
画

点検計画

分類B

 （ 567 km）

分類C

 （ 1,623 km）

分類B

計画区分

Ⅲ-2

Ⅲ-1

Ⅱ

Ⅲ

2030 2031
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(3) 中長期的な見通しについて

分類 B、分類 Cについては、劣化予測の結果、健全性Ⅲの推移は 10年後には 36％となり、20年後
には 79％となることが予測されています。このため、修繕が必要となってからでは多くの費用の集中
的な投資が必要になることから、本計画に基づき計画的な点検と修繕を実施します。

今後も定期点検結果に基づく損傷の状態の把握と分析を重ね、適切な修繕を実施してライフサイク

ルコストの縮減や予算の平準化を図ります。

図 9-1 中長期的なコストの見通しのイメージ 

浜松市舗装長寿命化計画 改定等の履歴

1. 令和 2年 3月 浜松市舗装長寿命化計画 策定
2. 令和 6年 3月 浜松市舗装長寿命化計画 改定

・計画策定窓口 

 浜松市土木部道路保全課 長寿命化推進グループ 

  〒430-8652 静岡県浜松市中央区元城町 103-2  

  TEL:053-457-2647 FAX: 050-3737-0045 


